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ーＮ ＴＯＫＹ０（東京都品川区）

　

「寒
く
な
い、
大
丈
夫」
。

テ
ー
マ
パ
ー
ク
へ
向
か
う
車
両

に
車
い
す
で
乗
り
込
む
女
の
子

　

日

に
医
師
が
優
し
く
声
を
か
け

　

▲

た。
付
き
添
い
の
家
族
も
ほ
ほ

　

考

え
み
な
が
ら
見
守
っ
た。

　　　　　　　　　　　　
　　

の
旅
行
を
無
料
で
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
い
る
。
交
通
機
関
や
宿
泊

　

－
し

施コも

　

　　　　　　　　　　　
　　

が
異
な
り、
人
工
呼
吸
器
を
つ

　

・

け
る
な
ど
の
医
療
的
配
慮
も
必

　　

ー

要
な
た
め、
旅
は
オ
ー
ダ
ー
〆

イ
ド
だ。
２
０
０
７
年
に
活
動

１た１

を
始
め、
こ

　　　　

れ
ま
で
に
全
国
か

　

…

ら
計
約
４
５
０
人
を
招
待
し

た。
宿
泊
施
設
の
提
供
や
ポ
ラ

　

”

ン
テ
チ
の
派
遣
と
い
っ
た
支
編ｉ

緩
も
広
が
り
つ
つ
あ
る。

　

「
学
校
へ
行
き
た
い」
「
友

　

達
と
遊
び
た
い」
と
い
う
望
み

い
る。
家
族
は
繋
時
間
の
介
議

　

す

で
心
身
の
負
担
が
大
き
い。「旅

　

；

行
や
新
し
い
経
験
が
生
き
る
希

難病児に東京旅行提供
第１９回受賞６団体霧藁裏裏綴

る醗

　　　　　　　　　　　　　　　　

（す　　　　　　　
　　　　　

　　　　　

　　　 　
　

　　　　　　　　　　　　

　
　　　

　　　　

　　　　

　

　　

　

　　
　

　

　　

　　　　

　

車
い
す
の
女
の
子
に声
を
かけ
る
阪
井

　　

一

さ
ん
（７
日、
千
葉
璽
間安市
で）

都議

望
と
な
り、
楽
し
い
思
い
出
に
…

つ
な
が
れ
ば」
と、
理
事
の
板
一

井
裕
一
医
師（稀）
は
力
を
込
め
一

る。
参
加
者
か
ら
は
「
初
め
て
…

家
族
そ
ろ
っ
て
飛
行
機
に
乗
っ
一

た。
医
師
が
い
て
安
心
だ
っ
た
」
｛

「
み
ん
な
で
笑
っ
て
楽
し
い
晴
一

間
を
過
ご
せ
た
」
と
い
っ
た
声
一

が
寄
せ
ら
れ
る。

コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
さ
れ
て
い
｛

た
旅
行
が
再
開
さ
れ
た。
阪
井
一

さ
ん
は
「受
賞
を
横
に
社
会
全
一

体
で
温
か
な
サ
ポ
ー
ト
が
広
が
－

れ
ば」
と
話
し
て
い
る。

　

‐

　

（社
会
部
・
神
園
真
由
美）
仙

　　

生
活
困
窮
者
ら
を
対
象
と
す

　　

る
３
６
５
日
鴻
時
間
の
無
料
電

　　

話
相
談
は、
こ
の
１０
年
で
３
万

）

　

２
０
０
０
件
を
受
理
し
た。
面

　
　
　　
　
　

県

　

し、
食
品
を
提
供
す
る
な
ど
し

　
　　
　
　
　
　　

ＴＹ

　

シ
ョ
ッ
ク
後
の
不
況
で、
生
活

　
　
　

ト十

　

２
０
１
１
年
に
開
始。
東
日
本

ツ

　

大
震
災
で
長
野
県
に
も
身
を
寄

ホＴ

　

せ
た
被
災
者
か
ら
生
活
相
談
を

（Ｏ）

受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

博

過
納
はこども食堂の運

　
　
　
　
　

Ｐ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク」
に
豊
録
す
る

　　

活
動
拠
点
は
県
内
１
１
５
か
所

　　

に
増
え、
参
加
者
は
延
べ
９
万

　　

人
を
超
え
た。
家
庭
や
企
業
か

　　

ら
集
ま
っ
た
食
品
や
生
活
用
品

食品配布会の準備をする青
木さん（長野原生坂村でで）

困窮相談、こども食堂も
を
必
要
な
人
に
届
け
る
な
ど
の
一

活
動
を
展
開
す
る。

村
上
さ
ん
は
「受
賞
は
活
動
一

に
携
わ
る
み
ん
な
の
努
力
の
結
一

晶」
と
喜
ぶ。
最
近、
３
人
の
…

息
子
を
１
人
で
育
て
て
き
た
母
一

授
か
ら
「お
金
が
か
か
り
す
ぎ
…

て、
死
に
そ
う
に
な
っ
た
時、
…

助
け
て
も
ら
い、
感
謝
し
て
い
…

ま
す
」
と
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
受
け
一

た
と
い
う
青
木
さ
ん
は
「こ
ど
…

も
食
堂
を
通
じ
て
支
援
を
行
う
一

県
内
拠
点
を
３
７
０
か
所
に
増
一

や
し
た
い」
と
意
欲
を
語
る
。
一

　

（長
野
支
局
・
新
井
腰）
一

日本卓球バレー連盟 （京都市）

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ

「卓
球
バ
レ
ー」
を
全
国
に
広

め
よ
う
と
、
２
０
０
８
年
に
設

立
さ
れ
た
。
長
谷
川
尚
三
理
事

長（
６１）
は、
「年
齢
や
陣
書
の

有
無
に
関
係
な
く
誰
も
が
楽
し

め
る
ス
ポ
ー
ツ。
普
及
の
励
み

に
な
る」
と、
受
賞
を
喜
ぶ。

卓
球
バ
レ
ー
は
１
９
７
４

年、
大
阪
の
学
校
で
筋
ジ
ス
ト

ロ
フ
ィ
ー
な
ど
重
度
障
害
が
あ

る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
考
案
さ

れ
た。
卓
球
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
要
素
を
掛
け
合
わ
せ、
６
人

対
６
人
で
競
う
「ゴ
ロ
卓
球」

だ。

　　　　　　　　　

・，

プ
レ
ー
ヤ
ー
は、
卓
球
台
を

囲
む
よ
う
に
着
席
し
て
木
の
板

を
使
い、
ピ
ン
ポ
ン
球
を
サ
ー

フ
し、
ネ
ッ
ト
下
を
く
ぐ
ら
せ

る。
相
手
チ
ー
ム
は
３
打
以
内

で
返
球
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
球
に
は
金
属
球
４
個
が
入

っ
て
い
て
弾
ま
な
い
た
め、
体

の
不
自
由
な
人
で
も
転
が
し
や

す
い
と
い
う。

長
谷
川
さ
ん
は
「
互
い
が
協

皆で楽しめる競技普及

木の板で打ち合う卓球バレーの試合
（２０２０年撮彫、日本草』球バレー連盟提供）

力
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ、
ゲ

ー
ム
と
し
て
も
面
白
い
し、
競

技
性
も
高
い。
多
く
の
人
に
体

験
し
て
ほ
し
いＬ
と
話
す。

連
盟
に
は
京
都
府
や
兵
庫
県

な
ど
１９
府
県
が
加
盟。
各
地
で

体
験
講
習
会
や
競
技
会
を
実
施

し、
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
オ
ー
プ
ン
競
技
と
し
て
も

親
し
ま
れ
て
い
た
が、
２
年
近

く
コ
ロ
ナ
禍
で
目
立
っ
た
活
動

が
で
き
て
い
な
い。
年
が
明
け

た
ら、
徐
々
に
大
会
や
体
験
会

な
ど
を
再
開
し
た
い
と
い
う。

　

（京
都
総
局
・
山
口
景
子）

　
　
　

間
と
働
繋
謝
読
読
厚
読売光と愛の事業団
厚生労働省
日本福ー祉～〔１ヒた写△

委員

　

擁

　

鰯

（敬
称
略）

　

新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
福
祉
活
動
を
実
践
し
て
い
る
団
体
や
個
人
を

顕
彰
す
る
「読
売
福
祉
文
化
賞」
の
受
賞
団
体
が
決
ま
っ
た
。
１９
回
目
を
迎

え
る
今
年
は、
一
般
部
門
で
難
病
の
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
家
族
を
小
児
科
医

が
付
き
添
っ
て
東
京
旅
行
に
招
待
し
て
き
た
「
ア
・
ド
リ
ー
ム
ア
・
デ
イ

Ｉ
Ｎ

　

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ」
（
東
京
都
品
川
区）
な
ど
３
団
体、
高
齢
者
福
祉
部

門
で
引
き
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
の
聴
覚
障
害
者
が
交
流
出
来
る
作
業
所
を
運

営
し
て
き
た
「
ろ
う
高
齢
者
の
豊
か
な
生
活
を
支
え
る
会

　

陽
だ
ま
り」
（北

九
州
市
八
幡
東
区）
な
ど
３
団
体
が
選
ば
れ
た
。
即
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で

寄
り
添
う
実
践

　

【
選
考
委
員
一

安
藤
雄
大

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

栗
原
小
巻

　

女
優

袖
井
孝
子

シ
ニ
ア
社
会
学
会
会
長

高
木
憲
司

和
洋
女
子
大
学
准
教
授

馬
場

　

滴

　

日
本
福
祉
文
化
学
会
副
会
長

保
高
芳
昭

　

読
売
新
聞
東
京
本
社
編
集
委
員

鱈
灘
艶
継
鞠鵬瞭鴎
誰
も
が
笑
顔
に

福
祉
の
向
上
に
取
り
組
む
各
団
体
の
活
動
を
紹
介
す
る。

【
高
齢
者
福
祉
部
門
一

　　　　　　　　　　　　　　　　

２０２１ （令和３年）１２月１０日（金曜日）

ＮＰＯ法人ソシオキュアアンドケアサポート（東京都大田区）

　

高
齢
者
施
設
や
病
院、
在
宅

介
護
な
ど
で
過
ご
す
人
に
化
粧

　

た

や
ス
キ
ン
ケ
ア、
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
施
す
活
動
を
し
て
い
る。
闘

病
中
や
元
気
を
な
く
し
た
人
た

　

、

ち
に、
医
療
や
福
祉
の
知
識
を

生
か
し
て
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
の

技
術
を
施
す
「ソ
シ
オ
エ
ス
テ

　

い

テ
ィ
ツ
ク」
で、
自
尊
心
を
回

復
し
て
も
ら
う
の
が
目
的
だ。

　　　　　　　　　　　　
　

護
福
祉
士
ら
全
国
に
約
４５
人
の

会
員
が
い
る。
ゆ
っ
く
り
話
を

聞
き
な
が
ら
化
粧
や
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
す
る
と、
険
し
か
っ
た
表

情
が
手
鏡
を
見
て
笑
顔
に
な

り、
若
い
頃
の
思
い
出
を
語
る

高
齢
女
性
や、
「
夫
に
は
最
期

に
き
れ
い
な
自
分
を
覚
え
て
い

て
ほ
し
か
っ
た」
と
喜
ん
で
く

れ
る
終
末
期
の
女
性
も
い
る。

理
事
長
の
光
江
弘
憲
さ
ん

（
５５）
は
「気
持
ち
に
寄
り
添
い

な
が
ら
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
図
る

こ
と
で、
『大
切
に
さ
れ
て
い

　

化

る』
と
感
じ、
自
信
の
回
復
に

　

ソ、 エステ通じ自尊心回復
つ
な
が
る
よ
う
で
す」
と
ほ
ぼ
一

え
む。
自
身
も
高
校
生
の
頃、
一

闘
病
中
の
家
族
が
「欝
化
粧
も
一

で
き
ず
恥
ず
か
し
い
か
ら」
と
柵

面
会
を
断
り、
病
院
で
最
期
を
一

迎
え
た。
「
自
分
ら
し
く
生
き
一

る
サ
ポ
ー
ト
が
し
た
い」
と
力
”

を
込
め
る。

最
近
は、
母
子
生
活
支
援
施
一

設
で
の
施
術
も
行
う。
「
病
気
一

に
限
ら
ず
日
常
を
苦
し
い
と
感
…

じ
る
人
も
い
る。受
賞
を
機
に、
一

活
動
を
少
し
で
も
知
っ
て
も
ら
”

え
れ
ばＬ
と
意
気
込
む。，

　

‐

ＮＰＯ法人コーチズ （広島市）

〔社
会
部
・
神
霊
真
由
美）

　

　　　　
　　
　

　　

　　
　
　
　
　

化粧
し
た
顔を
鏡
で
見せ
る光
江
さ
ん
（右、

　

…

ソ
シ
オ
キ
ュ
ア
ア
ン
ドーケ
ア
サ
ポ
ー
ト
提
供）

　

…

　　　
　
　　　　
　

　
　
　
　

動
を
続
け
て
き
た。

馳郷
灘
灘
鰍

　
　
　
　

広
島
裏
で
の
華
の
実
施
回

　

動

　
　
　
　
　
　
　

は
延
べ
約
４３
万
人
と
な
り、
活

動
の
輪
は
県
外
に
も
広
が
っ
て

い
る。１１月
幻
日
の
運
動
教
室
に

は、約
測
人
の
高
齢
者
が
参
加。

誰
で
も
楽
し
め
る
よ
う
に、「ソ

ソ
ー
ラ
ン」
を
舞
っ
た
。
認
知

「塵ソーラン」を舞う教
室参加者（広島市で）

症
予
防
の
た
め、
指
先
の
体
操

も
行
わ
れ
た。
参
加
者
は
「間

　
　　　　　
　
　
　

工

　

い
た。

　
　
　　　

－
－

　

し
、
「父
の
代
か
ら
約
２０
年
間

爾
紳の
疑
義
編
鯖

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　　

聴覚障害超え

　
　
　
　
　

馨
騒
擾
嫌
選
嚢

ＮＰＯ法人ろう高齢者の豊かな生活を支える会 陽だまり（北九州市）

作
り
や
料
理
な
ど
様
々
な
催
し

を
通
じ、
参
加
者
同
士
の
つ
な

が
り
を
深
め
る
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る。

ー苅
々
は
ヘ
ル
パ
ー
資
格
を
取

得
し
た
聴
覚
障
害
者
が、
不
自

由
な
く
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
の
勉
強
の
場
と
し
て
集
ま

り
始
め
た
の
が
き
っ
か
け。「
毎

日
が
寂
し
く、
み
ん
な
で
集
ま

れ
る
場
所
が
ほ
し
い
」
と
の
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を
受

け、
２
０
０
３
年
に
団
体
を
設

立
し、
交
流
の
場
と
し
て
本
格

的
な
活
動
が
始
ま
っ
た。

作
業
所
に
は
毎
日
約
１５
人
が

集
ま
り、
洋
服
や
小
物
入
れ
を

手
作
り
し
て
い
る。
月
に
１
回

行
わ
れ
る
交
流
会
で
は、
ゲ
ー

ム
や
料
理、
旅
行
な
ど
も
行
わ

れ、
参
加
者
が
親
睦
を
深
め
て

い
る。
毎
日
施
設
を
利
用
す
る

と
い
う
７０
歳
代
女
性
は
「み
ん

な
で
集
ま
っ
て
作
業
や
お
し
ゃ

べ
り
が
で
き
て
楽
し
い
」
と
笑

宗
山
敏
子
理
事
長
（
聡
）
は

「
受
賞
を
機
に
多
く
の
人
に
活

動
を
知
っ
て
も
ら
い、
聴
覚
障

害
者
へ
の
理
解
を
広
げ
た
い」

と
手
話
で
語
る。
今
後
は
地
域

の
人
た
ち
や
健
常
者
と
の
交
流

を
図
る
た
め、
手
話
の
勉
強
会

な
ど
の
企
画
も
検
討
し
て
い

る。
（北
九
州
総
本
部
・
田
坂
萌
夏）

　　
で
市　　　　　
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